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お知らせ 

 記者発表日 令和元年９月２４日 

 

福山市の浸水対策を中国地方で初めて『100mm/h 安心プラン』に登録 

～浸水対策を強力に推進！ 登録証の伝達式を行います～ 

国土交通省は、広島県福山市から申請のあった｢福山市手城川流域における床上浸水被害

解消プラン｣を9月20日に「100mm/h安心プラン」として中国地方で初めて登録しました。

【別添１参照】 

つきましては、福山市長へ登録証を手交する伝達式を行いますのでお知らせします。 

近年、短時間の局地的な大雨（いわゆるゲリラ豪雨）等により、浸水被害が多発しています。

この対策として、国土交通省では河川や下水道の整備等のハード対策に加え、住民の避難行動を

支援するためのソフト対策を一体的に実施する計画を、「100mm/h 安心プラン」として登録する制

度を平成 25 年度に創設しています。【別添２参照】 

この登録により、河川や下水道等の連携による効果的なハード対策が促進されるとともに、行

政・市民が一体となった水防体制を構築する等、地域の防災意識の向上につながることが期待さ

れます。 

 

■100mm/h 安心プラン登録証伝達式 

 

 日時：令和元年 10 月 1 日（火）16:00～ 

     ※20 分程度を予定しています 

 場所：福山市役所 6 階 60 会議室 

    （広島県福山市東桜町 3 番 5 号） 

 

【問い合わせ先】  

＜制度に関すること＞ 

中国地方整備局  ０８２－２２１－９２３１（代表）：（平日・昼間） 

   河川部 地域河川課長       大久保
お お く ぼ

 雅彦
まさひこ

  （内線３８１１） 

   建政部 都市・住宅整備課長    辻
つじ

 野
の

 満
みつる

  （内線６１６１） 

 （広報担当窓口） 

広報広聴対策官      岩下
いわした

 恭久
やすひさ

 （内線２１１７） 

企画部 環境調整官   坂本
さかもと

 泰
やす

正
まさ

 （内線３１１４） 

＜広島県の河川事業に関すること＞ 

  広島県 土木建築局 河川課長 木村
き む ら

 成
なる

弘
ひろ

  ０８２－５１３－３９３０（内線３９２８） 

＜福山市の事業に関すること＞ 

  福山市 建設局 土木部 港湾河川課長    児玉
こ だ ま

 信
しん

治
じ

 ０８４－９２８－１１４１（河川事業） 

  福山市 上下水道局 工務部 下水道施設課長 坂根
さ か ね

 和裕
かずひろ

 ０８４－９２８－１０９０（下水道事業） 

 

ミ リ 

てしろがわ 

 

福山市蔵王町
ざおうちょう

：国道 182 号沿線（平成 30 年 7月豪雨）



［計画名称］福山市手城川流域における床上浸水被害解消プラン 【広島県福山市】

○流域の市街化が進み，雨水の流出量が増大

○下流から河川改修を進めているが，計画区間の整備が完了するまでは時間を

要するため，中流部，上流部で排水が困難

○地形的な要因により河川改修だけでは効果が乏しい

⇒流域における治水対策を関係機関が一体となり効果的に組み合わせ推進する

必要がある

総合的な治水対策について，国土交通省・広島県・福山市・土地改良区からなる

「福山市域における浸水対策協議会」で検討

組 織 部 局

国関係 国土交通省 中国地方整備局 福山河川国道事務所

県関係 広島県 東部建設事務所

市関係 総務局，市民局，建設局，上下水道局

その他 福山市土地改良区，深安郡神辺町土地改良区

○手城川流域では，地形的要因や近年多発する局地的

豪雨により，多くの浸水被害に見舞われており，

最近 5 年間で4回の浸水被害が発生

平成30年7月豪雨では床上36戸，床下25戸の浸水

被害が発生

○近年の局地的豪雨の顕在化，家屋浸水被害の多発

福山市での時間雨量50mm以上の発生回数は，

・S54～H10の20年間での発生回数は1回

・H11～H30の20年間での発生回数は4回 → 4倍

○市街地の拡大により，流出量が増大 → 浸水危険度が増大

・流域内人口 72,474人（S62） → 95,090人（H30） → 約1.3倍

・河川整備（計画1/50）

・下水道整備（雨水：計画1/7）

福山市域における浸水対策協議会（H30.8.23設立）

○河川・下水道整備における相互連携検討

○流域対策の物理的な効果の検討，評価

○総合的な治水対策について，様々な視点で検討・評価

○河川・下水道

・河川改修，排水機場ポンプ増設・雨水幹線整備，雨水ポンプ場整備

○流域対策

・公共用地等を利用した雨水貯留施設の暫定整備，既設雨水貯留施設（農水兼用）や

ため池の低水位管理，雨水貯留・排水施設の重点的管理による能力確保・保持

○危険情報周知・水防活動

・Webを利用した監視カメラ画像・水位情報の提供，警戒パトロール実施による注意喚起

洪水ハザードマップの全戸配布，内水ハザードマップの作成・公表

市民と行政が一体となった「総合防災訓練」等の実施

取 組 内 容

凡例

H30年浸水実績

河川事業(県)

河川事業(市)

下水道事業(市)

ながいけ

長池

てんじんいけ

天神池

かもめいけ

鴨目池

かすがいけ

春日池

たにぢいけ

谷地池

ぞうしいけ

雑司池

はんだいけ

半田池

ひがしふかつ

東深津市有地 雨水
貯留施設整備(暫定)

たにぢがわ

谷地川改修

てしろがわ

手城川

雨水ポンプ場整備

手城川改修

排水機場ポンプ増設

②

雨水幹線整備

広島県

福山市

ざおうちょう

蔵王町：国道182号沿線

みょうじんちょう

明神町：ＪＲ下流付近

①

平成30年7月浸水状況

②

流域の概要

①

・Ｈ２９年９月及びＨ３０年７月の降雨に対し，手城川流域における床上浸水を解消，

家屋浸水の軽減を図る

取組効果（目標）

浸水被害の主な要因

ふ く や ま し て し ろ が わ

ふかやすぐんかんなべちょう
雨量（mm） 浸水被害状況

24ｈ 60分 床上（戸） 床下（戸）

平成 7年7月 120.0 41.0 3 259

平成20年7月 46.0 25.0 38 86

平成28年6月 148.0 28.0 9 39

平成29年7月 120.0 36.0 2 6

平成29年9月 69.0 50.0 2 1

平成30年7月 243.0 29.0 36 25

別添1



基本方針

推進体制
（協議会等の設置）

ハード対策

ソフト対策 役割分担

参画団体

「１００mm／h安心プラン策定」

申請書作成・提出

１００mm／h安心プラン 登録

１００mm／h安心プランの実施

地域の安全度向上

住民・企業等
市町村・河川管理者・

下水道管理者

地方公共団体

社会資本整備総合交付金
等による支援

●対象地域
河川事業および下水道事業が実施されている住宅
地や市街地の浸水被害の軽減を図る地域

●計画策定主体
市町村および河川管理者、下水道管理者（必須）
住民(団体)、民間企業等（任意）

○協議会等の設置により、関係機関が
連携した強力な推進体制が確立される。

○河川や下水道等の連携により一層の
効果的な整備が可能

○住民等の参加により、地域の防災へ
の意識が高まる

期待される効果

水管理・国土保全局長に
よる登録

策定について
アドバイス

河川改修

貯留・調節施設 浸透ます

校庭貯留

100mm/h安心プランの概要

従来の計画降雨を超える、いわゆる「ゲリラ豪雨」に対し、住民が安心して暮らせるよう、関係分野の行政機関が役
割分担し、住民(団体)や民間企業等の参画のもと、住宅地や市街地の浸水被害の軽減を図るために実施する取組
を定めた計画を「100mm/h安心プラン」とする。

策定主体は市町村および河川管理者、下水道管理者等とし、水管理・国土保全局長において登録を行う。

登録した地域について、流域貯留浸透事業の交付要件を緩和することにより、計画的な流域治水対策の推進を図る。

流域貯留浸透事業の交
付要件緩和による支援

国による支援

１００mm／h安心プラン 公表

評価・プランの見直し
下水道浸水被害軽減総
合事業による支援

別添２



100mm/h安心プランの登録要件

 100mm/h安心プラン実施要綱において対象地域や、登録等について定め、平成25年4月1日から施行するものと
する。

市町村等の計画策定主体が策定した100mm/h安心プランについて、実施要綱に定める登録の要件を満たすこと
を国土交通省において確認の上、登録する。登録された100mm/h安心プランは、当該市町村のホームページ等お
いて公表するものとする。

●登録要件（ポイント）
１．計画降雨を超える局地的大雨を対象とするもの

２．行政機関（河川管理者・下水道管理者等）が役割分担し、
住民（団体）や民間企業等の参画のもと、住宅地や市街
地の浸水被害を軽減する取組（ソフト対策含む）を実施
するもの

３．浸水被害軽減のための集中的な対応等に重点を置くもの

●100mm/h安心プランに定める内容
(1) 基本方針
・被害状況、対象とする降雨

(2)計画策定のための体制に関する事項
・参画団体等、推進体制

(3)目的を達成するために実施する内容
・河川・下水道の整備による浸水対策
・分散型貯留浸透施設等による流域対策
・危険情報周知の対策
・水防活動強化の取組
・住民(団体)、民間企業等における水害対

策への取組
(4)計画期間（概ね5～10年とする）
(5)その他必要な事項

実 施 要 綱

100mm/h安心プラン申請書
100mm/h安心プラン　概要書（案）

水系 河川

関係都道府県 関係市町村

計画策定主体

事業期間

基本方針

参画機関

＜官＞
○○県土木部河川課 下水道課 公園整備課 道路建設課

○○県

平成○○年度～平成○○年度（予定）

○○○川

○浸水被害の危険性が高い地域を集中的に整備
○緊急整備により、迅速に浸水被害を軽減
○都、関係区市、都民が密接に連携

・平成・・年・・月・・日、集中豪雨、最大日雨量○○ｍｍ、最大時間雨量○○ｍｍ
　浸水面積○○ｈａ、床上浸水○○戸、床下浸水○○戸
・平成・・年・・月・・日、集中豪雨、最大日雨量○○ｍｍ、最大時間雨量○○ｍｍ

　浸水面積○○ｈａ、床上浸水○○戸、床下浸水○○戸

○○県 ○○市、○○町

○○○川

計画規模を超える局地的豪雨の発生状況

国土交通省において
内容確認

・必要性
・事業の効果
・関係者の役割分担
・実現可能性

等

登録（水管理・国土保全局長）
公表（策定主体）


